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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第２四半期連結
累計期間

第34期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高 （千円） 15,134,148 28,914,269

経常利益 （千円） 490,887 1,369,436

四半期（当期）純利益 （千円） 277,109 761,503

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 273,939 762,095

純資産額 （千円） 12,567,743 12,381,457

総資産額 （千円） 19,826,222 18,912,761

１株当たり四半期

(当期)純利益金額
（円） 25.29 69.50

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 63.4 65.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △652,648 815,174

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △425,839 △635,504

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 955,380 556,118

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 2,200,276 2,323,383

　

回次
第35期

第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期

純利益金額
（円） 9.17

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

      ２. 当社は、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前年同四半

期連結会計期間の主要な経営指標等については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　　

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興特需等を背景に回復の兆しが見られるも

のの、欧州の財政金融不安や新興国経済の停滞等に伴う海外経済の減速、デフレの長期化や厳しい雇用環境が継続

していること等の影響により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続きました。

　　リユース業界におきましては、引き続き消費者の低価格志向が高いこと、及び、循環型社会への移行により業界全体

が注目を浴び、生活用品・低額品の需要が堅調に推移したことに加え、個人消費の緩やかな回復に伴い、高額品や嗜

好品は徐々に持ち直しの動きが見られました。また、インターネットによる中古品売買の普及・拡大が続いている

ことに加え、一部では他業界との提携や資本受入等の動きも見られる等、様々な要因により買取・販売競争は激化

の一途を辿っております。

　　このような環境の下、当社グループは、組織力の強化、販売力の強化、販促活動の拡充、オンラインストアの強化、内

部統制の推進、教育制度の充実等、様々な経営施策に取り組み、企業価値の向上に努めてまいりました。また、出店戦

略に基づき、関東地区の販売及び買取強化を目的として平成24年７月に「コメ兵大宮東口店」（さいたま市大宮

区）と「買取センター原宿」（東京都渋谷区）を、関西地区の販売及び買取強化を目的として平成24年８

　月に「コメ兵ホワイティうめだ店」（大阪市北区）を、中古衣料品の販売強化を目的として「USED MARKET by 

　KOMEHYO長野店」（長野県長野市）と「LINK SMILE by KOMEHYOイオンモール名古屋みなと店」（名古屋市港区）を

それぞれオープンいたしました。また、既存店強化のため、名古屋本店・きもの館をリニューアルオープンいたしま

した。

　　平成24年９月には「株式会社ＫОＭＥＨＹＯオークション」が運営する中古品取扱業者向けオークション「レス

トランオークション名古屋 by KOMEHYO」を開催いたしました。

　　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は15,134百万円、営業利益は497百万

　円、経常利益は490百万円、四半期純利益は277百万円となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期との比較分析は行ってお

りません。

　　　

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　① ブランド・ファッション事業

　ブランド・ファッション事業は、株式会社コメ兵と株式会社ＫＯＭＥＨＹＯオークションの２社からなり、「コ

メ兵大宮東口店」、「コメ兵ホワイティうめだ店」、「買取センター原宿」、「LINK SMILE by KOMEHYOイオンモ

ール名古屋みなと店」、「USED MARKET by KOMEHYO長野店」をオープンした結果、当第２四半期連結会計期間末の

店舗数は、「ブランドリユースショップ」９店舗、「買取センター」４店舗、「LINK SMILE」６店舗、及び「USED

MARKET」２店舗となりました。

　中古品仕入高につきましては、ＴＶＣＭ等による積極的な買取促進や適正な買取価格の設定等により、個人買取が

概ね順調に推移したものの、前年同期の地金相場高騰に伴う宝石・貴金属の買取好調の反動もあり、個人買取仕入

高は6,326百万円となりました。

　売上高につきましては、創業65周年にちなんだ販促活動の効果に加え、新規出店や売場改装に伴いマスメディアへ

の露出が増加したこと、及び、商品センターの稼働に伴い商品供給体制が確立したことによる売場商品の魅力度向

上等により好調に推移いたしました。

　利益面につきましては、積極的な販促活動に伴う広告宣伝費の増加に加え、店舗出店準備等に伴う人件費の増加等

の影響により、販売費及び一般管理費が増加したものの、適正な買取及び販売価格の設定、中古品の売上高構成比率

の向上に引き続き注力したこと等により、売上総利益を確保できたことから、堅調に推移いたしました。　　

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の当セグメント売上高は13,598百万円、営業利益は448百万円となりま

した。

EDINET提出書類

株式会社コメ兵(E03416)

四半期報告書

 3/18



　② タイヤ・ホイール事業

　タイヤ・ホイール事業の当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、12店舗であります。　　

　売上高につきましては、大型サイズのタイヤ及びアルミホイールが苦戦したものの、買取及び下取りの強化に伴い

中古品商材が充実したこと等により、中古品のタイヤ及びアルミホイールが好調に推移いたしました。

　利益面につきましては、オンラインストアのリニューアル準備等に伴う人件費の増加等の影響により、販売費及

び一般管理費が増加したものの、中古品の売上高が好調に推移したことにより売上総利益を確保できたこと等か

ら、堅調に推移いたしました。　　　

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の当セグメント売上高は1,514百万円、営業利益は33百万円となりまし

た。

　　　

　③ その他の事業

　　当第２四半期連結会計期間末の当社所有の不動産賃貸物件は３カ所であります。　

  　当第２四半期連結累計期間の当セグメント売上高は21百万円、営業利益は15百万円となりました。 

　　　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,200百万円となりま

した。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、652百万円の資金支出となりまし

た。

　これは主に、たな卸資産の増加額653百万円及び売上債権の増加額111百万円が税金等調整前四半期純利益455百

万円を超過したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、425百万円の資金支出となりまし

た。

　これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出382百万円及び差入保証金の差入による支出43百万円を計

上したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、955百万円の資金収入となりまし

た。

　これは主に、短期借入金の純増額1,200百万円及び長期借入れによる収入350百万円が長期借入金の返済による支

出465百万円及び配当金の支払額87百万円を超過したことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　　①　基本方針の内容

　当社グループは、「品物を売りたい」という買取面のニーズと「この商品が欲しい」という販売面のウォンツ

を結ぶ“リレーユース”の中継点として、常にお客様の豊かな暮らしづくりを応援しております。

　現在、モノ余りに伴う循環型社会への移行を背景として、不要となったモノを売ることや中古品を買うことへの

抵抗感は薄れ、限りある資金で、欲しい時に、欲しいモノを手に入れることを楽しむ人々が増え続けております。

この様な状況の下、当社グループは創業以来培ってきた中古品ビジネスのノウハウを活かし、高度な専門知識を

持った多数のバイヤーによる「買取力」、価値ある中古品を中心に新品をミックスした「商品力」、接客付加

サービス及びディスプレイ等の工夫による「販売力」の向上に努め、「品物を売りたい」という買取面のニーズ

と「この商品が欲しい」という販売面のウォンツを結ぶ“リレーユース”の中継点として、常にお客様の豊かな

暮らしづくりを応援することにより、安定的に成長してまいりました。

　今後も、価値ある中古品の安定供給と適正な価格設定、店舗ロイヤリティの向上等により、リユース市場をリー

ドしていくことを目指すとともに、事業領域を拡大し、より多くのお客様に満足と感動を提供することによって、

安定的な成長と企業価値の向上を目指す所存であります。このためには、中古品ビジネスに対する高い専門知識

を持ち、当社グループの独自性を十分理解した者が、中長期的な視点によって経営を行っていくことが必要と考

えております。
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　　②　不適切な支配を防止するための取り組み

　現時点で、当社は、当社の株式の大量取得を行うものに対して、これを防止するための具体的な取り組み（買収

防衛策）を定めておりませんが、当社株式を大量に取得しようとする者が出現し、当該大量取得が不適切な者に

よると判断される場合には、社外の専門家を含む「対策本部」を結成し、当該取得者の取得目的、提案内容等を、

前記の基本方針及び株主共同の利益等に照らして慎重に判断し、具体的な対抗措置の内容等を速やかに決定し実

行する所存であります。

　

(4）研究開発活動

　　該当事項はありません。

　

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについ

て重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

②【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間末現在

発行数（株）

（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 11,257,000 11,257,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

100株　

計 11,257,000 11,257,000 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総

数増減数（株)

発行済株式総

数残高（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増

減額（千円）

資本準備金残

高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 11,257,000 － 1,803,780 － 1,909,872
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(6) 【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

石原　卓児 名古屋市昭和区 1,883,000 16.72

石原　佳代子 名古屋市昭和区 758,300 6.73

株式会社ＳＩ 名古屋市昭和区折戸町3-3-23 740,000 6.57

石原　司郎　 名古屋市昭和区　 561,700 4.98

コメ兵社員持株会 名古屋市中区大須3-25-31　 556,522 4.94

島澤　正子 名古屋市瑞穂区 443,400 3.93

島澤　吉正 名古屋市瑞穂区 443,400 3.93

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 436,400 3.87

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町2-2-1 218,800 1.94

児玉　恭典　 奈良県生駒市　 189,500 1.68

計 － 6,231,022 55.35

　（注）上記のほか、自己株式が300,369株あります。　

　

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　300,300 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 10,954,800

　
109,548 －

単元未満株式
普通株式      1,900

　
－ －

発行済株式総数 11,257,000 － －

総株主の議決権 － 109,548 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社コメ兵
名古屋市中区大須

3-38-5
300,300 － 300,300 2.66

計 － 300,300 － 300,300 2.66

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　(2）前第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成してい

いないため、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び四半期連結キャッシュフロー計算書に係る比

較情報は記載しておりません。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,905,155 1,748,692

売掛金 1,180,303 1,291,441

たな卸資産 ※
 7,984,960

※
 8,638,788

その他 1,167,977 1,232,699

流動資産合計 12,238,397 12,911,621

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,467,128 2,499,432

土地 1,472,871 1,472,871

建設仮勘定 － 125,313

その他（純額） 462,556 497,597

有形固定資産合計 4,402,557 4,595,215

無形固定資産 399,220 439,407

投資その他の資産 1,872,586 1,879,977

固定資産合計 6,674,364 6,914,600

資産合計 18,912,761 19,826,222

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 595,348 －

買掛金 － 498,719

短期借入金 750,000 1,950,000

1年内返済予定の長期借入金 924,684 985,087

未払法人税等 499,168 188,107

賞与引当金 283,123 325,941

役員賞与引当金 11,440 6,045

商品保証引当金 4,409 4,546

ポイント引当金 24,539 31,058

資産除去債務 11,536 －

その他 779,514 801,923

流動負債合計 3,883,763 4,791,428

固定負債

長期借入金 1,611,712 1,435,857

退職給付引当金 199,663 229,477

役員退職慰労引当金 436,995 433,530

商品保証引当金 2,098 1,994

ポイント引当金 21,079 16,471

資産除去債務 62,043 65,637

その他 313,948 284,080

固定負債合計 2,647,540 2,467,050

負債合計 6,531,304 7,258,478
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,803,780 1,803,780

資本剰余金 1,909,872 1,909,872

利益剰余金 8,742,875 8,932,332

自己株式 △80,066 △80,066

株主資本合計 12,376,460 12,565,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,996 1,825

その他の包括利益累計額合計 4,996 1,825

純資産合計 12,381,457 12,567,743

負債純資産合計 18,912,761 19,826,222

EDINET提出書類

株式会社コメ兵(E03416)

四半期報告書

10/18



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 15,134,148

売上原価 10,457,132

売上総利益 4,677,016

販売費及び一般管理費 ※
 4,179,247

営業利益 497,769

営業外収益

受取利息 757

受取配当金 1,053

受取手数料 3,448

助成金収入 1,105

その他 760

営業外収益合計 7,124

営業外費用

支払利息 13,881

その他 124

営業外費用合計 14,006

経常利益 490,887

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 1,758

特別利益合計 1,758

特別損失

固定資産除却損 37,263

特別損失合計 37,263

税金等調整前四半期純利益 455,382

法人税等 178,273

少数株主損益調整前四半期純利益 277,109

四半期純利益 277,109
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 277,109

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,170

その他の包括利益合計 △3,170

四半期包括利益 273,939

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 273,939
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 455,382

減価償却費 238,336

賞与引当金の増減額（△は減少） 42,818

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,395

退職給付引当金の増減額（△は減少） 29,813

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,464

商品保証引当金の増減額（△は減少） 33

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,912

受取利息及び受取配当金 △1,811

支払利息 13,881

有形及び無形固定資産除却損 21,277

売上債権の増減額（△は増加） △111,137

たな卸資産の増減額（△は増加） △653,827

仕入債務の増減額（△は減少） △96,629

未払消費税等の増減額（△は減少） △62,413

その他 △27,365

小計 △158,589

利息及び配当金の受取額 1,192

利息の支払額 △14,360

法人税等の支払額 △480,890

営業活動によるキャッシュ・フロー △652,648

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △382,934

差入保証金の差入による支出 △43,315

その他 410

投資活動によるキャッシュ・フロー △425,839

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,200,000

長期借入れによる収入 350,000

長期借入金の返済による支出 △465,452

リース債務の返済による支出 △41,664

配当金の支払額 △87,502

財務活動によるキャッシュ・フロー 955,380

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △123,106

現金及び現金同等物の期首残高 2,323,383

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,200,276
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、平成24年６月に設立しました子会社「株式会社ＫＯＭＥＨＹＯオークション」

を、連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

（税金費用の計算方法の変更）

税金費用については、従来、原則的な方法により計算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

これは当社及び連結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図り、四半期決算における迅速性に対応するた

めであります。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

  
前連結会計年度　

（平成24年３月31日）　
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

商品 7,968,557千円　 8,624,506千円

貯蔵品 16,403　 14,281

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料及び手当 1,100,054千円

賞与引当金繰入額 325,941

役員賞与引当金繰入額 6,045

商品保証引当金繰入額 5,307

ポイント引当金繰入額 1,446

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,748,692千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金及び担

保に供している定期預金
△110,000

預け金勘定 561,584

現金及び現金同等物 2,200,276
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 87,653 8.00 平成24年３月31日平成24年６月28日利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 98,609 9.00 平成24年９月30日平成24年11月27日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２　

ブランド・
ファッション
事業

タイヤ・
ホイール
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 13,597,9891,514,53015,112,51921,62815,134,148－ 15,134,148
セグメント間の内部
売上高又は振替高

28 － 28 － 28 △28 －

計 13,598,0171,514,53015,112,54821,62815,134,177△2815,134,148

セグメント利益 448,47933,803482,28215,486497,769 － 497,769

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社が行っている不動

産賃貸事業であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 25円29銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 277,109

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 277,109

普通株式の期中平均株式数（株） 10,956,631

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　　

　

２【その他】

　平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………98,609千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………9円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年11月27日

（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 24年 11月13日

株式会社コメ兵

取締役会　御中

監査法人東海会計社

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 牧原　徳充　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小島　浩司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コメ兵の

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コメ兵及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社コメ兵(E03416)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

